
氏名 正司　哲朗

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

電子情報通信学会、情報処理学会、地理情報システム学会、教育システム情報学
会、日本教育工学会、バーチャルリアリティ学会

龍谷大学大学院理工学研究科電子情報学専攻博士課程後期

博士（工学）

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

(1)平成19年度～平成21年　度科学研究費補助金（若手研究（B)）「ユビキタス・クラスルームにお
ける学習支援システムの構築」、研究代表者
(2)平成21年度～平成23年度、奈良大学創立40周年　国際研究プロジェクト「モンゴル遼代城郭都市
の構造と環境変動」、研究分担者
(3)平成21年度、奈良大学研究助成、「パターン光投影に基づく物体表面構造情報の獲得」、
研究代表者

画像処理、教育工学

(1)奈良大学における情報教育基盤の整備として、e-learningシステムの構築を行い、全学向けの説
明会を開催するとともに、e-learningの利用体制を整えた。
(2)奈良大学の一部の授業に関しては、講義を自動的に記録できる講義アーカイブシステムを構築
し、e-learningシステムから利用できるようにした。
(3)平成22年度から社会調査学科が開設することに伴い、社会調査において必要な情報技術を身につ
けるために、メディアリテラシ教育の基盤整備を行った。
(4)奈良大学博物館において、企画展示「ダム建設に伴う集落の移転と物に託された記憶―奈良市津
風呂町の歴史デジタルアーカイブ―」を平成21年10月23日から12月18日まで開催した。
(5)高大連携の活動の一環として、奈良大学附属高校の2年生を対象に「情報学シリーズ（7回）」の
講義を行い、附属高校の情報教育の向上と、社会調査学科に関してのカリキュラム説明を実施し
た。

　

(1)情報処理センター公開講座「Excel入門講座」講師
(2)地域連携教育研究センター「地域の人々とともに調査研究する山陵町の歴史－津風呂町の人々の
50年－」の活動を通じて、奈良大学の周辺地域住民との交流と地域調査を実施

全学教務委員
博物館委員
ネットワーク委員会
社会学部実習室管理委員
情報処理センター運営委員
社会学祝賀会実行委員会（社会学部において、第1回卒業祝賀会の企画・実施）

マルチセンシングを用いた教育情報システムの構築



① プログラミング
教育における学
習コンテキスト
の獲得

単著

② 奈良大学におけ
るe-learningシ
ステムの運用と
実践

単著

① 一斉型講義にお
ける受講者の姿
勢情報の分析に
基づく集中状態
の検出

共著

② 講義・実習を対
象とした複合型
授業アーカイブ
システムの構築

単著

③

① e-ラーニングシ
ステムを利用し
た教育支援
（上）（下）」

② 棒回してデジタ
ル巻物…奈良大
が展示装置開発

③ デジタル古文書
開発 巻物開く
感覚そのままに

一斉型講義において、受講者の
姿勢情報を収集し、データマイ
ニングを利用して、受講者の集
中状態を検出した。

一斉型講義と実習の両方に対応
した授業アーカイブシステムの
構築を行った。

奈良大学におけるe-learningの
取組を紹介

奈良大学博物館の企画展示用に
開発したデジタル巻物を紹介

奈良大学博物館の企画展示用に
開発したデジタル巻物を紹介

プログラミング学習中の受講者
の状態を調べるために、姿勢情
報、キーボード入力情報などを
獲得し、得られた情報を分析し
た。

奈良大学において、e-learning
システムの運用と実践を行い、
課題を明らかにした。

概　　　　　　　要

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

著書､学術論文等の名
称

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

毎日新聞

読売新聞

毎日新聞

2009年7月

2009年11月

2009年11月

奈良大学紀要

奈良大学情報処理セ
ンター年報

2009年3月

2009年3月

人工知能学会第58回
先進的学習科学と工
学（ALST）研究会

教育システム情報学
会特集論文研究会

2010年3月

2010年3月


